
生活困窮者自立支援制度とフードバンク利用について 

ＮＰＯ法人ＰＯＰＯＬＯ 

１．静岡県におけるフードバンク支援状況 

自治体 利用件数（１回で約２週間分の食料を支給） 

（フードバンクふじのくにＨ３０年度実績よ

り）

新規相談件数 

（厚生労働省のＨ３０年度統計および自治体からの情

報提供を元に作成）

実数 １０万人あたり 実数 １０万人１月あたり 

富士市 ４８７ １９２．５ ４６９ １５．４ 

島田市 ４０２ ４１８．８ １０７ ８．６ 

静岡市 ４３７ ６３．２ １，２７５ １５．０ 

Ａ市 １４５ １８．１ １，１４５ １１．８ 

Ｂ市 ４５ ３９．１ ６９ ５．０ 

Ｃ市 ４５ ２６．５ ２７０ １３．２ 

静岡県全体 ２，５１５ ６７．０ ６，１６４ １３．７ 

（参考）狛江市 ３４１ ４１５．８ ２０７ １４．１ 

（参考）盛岡市 ３３６ １１７．０ ３５４ １０．３ 

※狛江市は１回１週間分の数値だったため、６８２件の２分の１を数値として計上

２．生活困窮者自立支援制度について 

各自治体に生活困窮者が相談に行く窓口を開設し、相談を受け付けている。 

相談者が相談に来るのを待って、そこから支援が始まる形が一般的である。 

３．支援が届かない人の例 

・そもそも制度があることを知らず、必要な情報にアクセスできない

・支援を求めることに心理的ハードルが存在している。

「自分より困っている人がいくところ」であるという認識がある。

自分の困りごとを他人に相談し、支援を受ける事に抵抗を感じている。

過去の行政の対応に不信感を感じている。

困りごとが多すぎて、整理ができていない。

４．相談の掘り起こしの必要性 

支援が届かない人に対し、早期に包括的な支援を提供するには、いわゆるアウトリーチが必要。 

アウトリーチ及び、相談者との信頼関係を構築する方法としてフードバンク支援は有効である。
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５．フードバンクの支援件数にバラつきがある 

・静岡県では、フードバンク倉庫が静岡市しかないため、輸送費の関係で、静岡市近郊の自治体の利

用がどうしても多くなる。仮に同様のケースにおいても、静岡市より近い市と遠い市では食料支援が

できたり、できなかったりしてしまう（支援の地域間格差）。 

 

６．フードバンク支援をさらに拡充させることによる食品ロス問題への影響 

・フードバンクふじのくにの平成３０年度実績によると、個別支援件数は２，５１５件、提供重量は

４０．７ｔとなっている。 

仮に静岡県の自治体のフードバンク利用件数を富士市・島田市並の実績値まで増加させることがで

きた場合、年間支援件数９，６３７件、提供重量１５６．０ｔまで実績が増加する。 

（富士市・島田市の実績件数を１０万人単位でならし、静岡県の人口を乗した数値） 

 

 

７．実績を増加させるための事例（島田市） 

・事業チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・事業の仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実績表、お礼のはがき 

実施年度 2017年度 2018年度 2019年度 

申請数 ７４ １３８ １５０ 

提供数 ７１ １３１ １３７ 

支援人数 ２７３ ５６６ ５７８ 

子どもの人数 １５２ ３１６ ２３８ 

提供重量（ｋｇ） １，１５４ １，１０７ １，０２１ 

掘り起こしにつ

ながった件数 

２４ ３８ １６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




